























東アジアの中でのその価値というように、普遍性を志向し 時代や地域を越え縦横無尽に論を展開させ、学問の可能性 私たちに示 続けてくれた。
業績の中で特筆すべきは、『近世仏教思想の独創
僧侶普寂の思想と
実践』（トランスピ
ュー、
二00八年）の出版である。
本書は、江戸時
代の浄土宗僧普寂（一七0七ー一七八一）の独創性に着目し、近代仏教 一追悼文一
故西村玲氏の訃報に接して
東海林良昌
の先駆的存在として位置づけた。
その近世から近代をつなぐ仏教思想史
の構想は、学会でも高い評価を受け、二00九年度日本学士院学術奨励賞を受賞した。
この才能の開花には留学時の経験が大きく影響しており、米国での苦
労と研究の喜び、そして人々への感謝が瑞々しい感覚で綴られた、氏の「プ
リンスト
ン留
学
記」（『東方』ニニ
、中村元
東方研
究所、二00七
年）に、研究の転換点を見ることができる。
残念ながら紙数も尽き、筆
を置くより他ないが、一っだけ言えるのは、これからも氏の業績は、私たちに創造的思考を提供し続けていくということである。
氏の冥福を心
より祈る。
（浄土宗総合研究所研究員）
◇西
村玲（にし
むら
・りょう
）
一九七二年生まれ。
日本思想史研究者。
専門は近世仏教を中心とした
日本宗教史。
「普寂を中心とする日本近世仏教思想の研究」
により、
ニ
00九年度日本学士院学術奨励賞を
受賞。
主著『近世仏教思想の独創』
（前掲書）
。
論文は「虚空と天主ー—'中国・明末仏教のキリスト教批判」
（『宗教研究』三六六、日本宗
教学会、
二01
0年）
、「
釈迦信仰の思想史
的展開ーー士ハ乗非仏説をめぐる近代化とは何か」（『東
方』
二六、中村元
東方研究所、二 1― ）など多数。
二0一六年二月二日、多臓器不全
のため逝去。
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